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　12月17日、長崎から熊本、鹿児島に至る三県架橋の
実現を目指し、「島原・天草・長島架橋構想及び九州西岸
軸構想推進地方大会」が鹿児島県長島町で３県の関係者約
800人が参加して開かれました。
　また、大会の一環として小・中学生を対象に実施された
絵画コンクールでは、小林加一憧くん（小林小１年）の作品
が見事、最優秀賞に輝きました。おめでとうございます。

三県架橋の必要性をアピール
　２月、市内の高校で出前教室が開催されました。
　出前教室は、３年生に、社会に出てトラブルに遭遇した
場合の対処法などを学んでもらうもので、毎年、総務省長
崎行政評価事務所と行政相談委員が高校に出向いて開催し
ています。
　市では６人の行政相談委員を配置しています。皆さんの
身近な相談相手としてお気軽にご相談ください。

卒業生に向けて出前教室

　１月18日、約450年前にヨーロッパを旅した天正遣欧
少年使節団の足跡を辿ってイタリアを訪問した中学生ら
派遣団が帰国報告を行いました。 
　派遣団は約１週間の日程でイタリアなどを訪問、バチ
カン図書館に所蔵してある本市ゆかりの誓書「口之津連
判状」の鑑賞やローマ法王との謁見を果たしました。
　また、昨年11月に友好都市協定を結んだキエーティ市で
は関係者との意見交換やホームステイを体験しました。
　古川明星さんは「ローマ法王との謁見時には例えよう
のないくらい感動的で、天正遣欧使節団の少年たちも同
じような気持ちだったのではないか」と話しました。
　詳細については、４月号でお知らせします。

平成遣欧少年使節団が
イタリアから帰国

　２月９日、九州で初めてとなる全国どぶろく研究大会が
深江ふるさと伝承館とザ・マーキーズで開催され、全国の
どぶろく製造者やどぶろく特区関係者が本市に集いました。
　製造者の事例発表や基調講演の後、試飲会・交流会では
今大会でのナンバー１どぶろくが発表されるなど、全国か
ら参加された約280人の皆さんは97銘柄のどぶろくを飲み
比べながら、南島原の郷土料理を楽しみました。
　本市には「夜のよして」と「原城の宴」、「むかし恋思夜」
の３つのどぶろくがあります。「みずなし本陣ふかえ」や「原
城温泉 真砂」で購入できますので、皆さんご自宅での晩酌
やお土産品として利用してみてはいかがでしょうか？　　

　２月13日、島原半島遊技場組合が市へ全自動血圧計（２
台）と振り込め詐欺撃退機（50台）を寄贈しました。
　藤山剛士組合長は、「社会に役立つことはないかと組合
員で相談し、寄贈を決めた。よりよいまちづくりのために
活用していただければ」と話しました。
　今後、全自動血圧計は市役所ロビーに設置し、振り込め
詐欺撃退機は市民の皆さんに貸し出します。ありがとうご
ざいました。
※振り込め詐欺撃退機の貸し出しについては今月号21ページをご覧ください。

九州初  どぶろくの祭典

よりよいまちづくりのために寄贈

　１月26日の「文化財防火デー」に合わせ、県指定文化財
の旧長崎税関口之津支署庁舎で消防訓練を行いました。
　訓練では南島原消防署口之津分署の指導のもと、地区消
防団の放水訓練、地域住民や関係者による水消火器を使用
しての訓練や重要物件の搬出訓練などに真剣に取り組みま
した。

貴重な文化財を後世に

　布津町出身の吉岡雅和選手（21歳）が、2017シーズンか
らＶ・ファーレン長崎に入団することが決定しました。
　吉岡選手は、豊富な運動量と卓越したテクニックを武器
に、幅広いスペースに飛び出し、決定機を演出することも
できるレフティーです。
　入団を受けて吉岡選手は「生まれ育った地元でプロとし
てプレーできることを誇りに思います」と熱い思いを語り
ました。

南島原市からＪリーガー誕生!!
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「わくわくたんけん橋」小林加一憧くん 作

写真左から、 小玉 亜澄さん（口之津中２年）、 古川 明星さん（有家中２年）
松井 咲環さん（北有馬中２年）、 末續 真子さん（南有馬中２年）


